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Neko Pharma株式会社次世代抗体医薬品の製造開発における課題として、タンパク質エンジニアリング技法が非常に難しく、
また製造工程が複雑なため生産性が低いことが問題となっている。当社はこの課題を解決するために、
抗体より物性に優れた独自の技術、KazanbodyTMを開発した。この技術は、タンパク質エンジニアリング
を大幅に簡素化し、次世代抗体医薬品の生産性を向上させることができる。当社が製薬会社向けに基
盤技術を提供し、より多くの患者様に貢献できることを目標としている。

次世代抗体医薬品の製造開発において、KazanbodyTMがエンジニアリングに最適で、生産性も高い
ことを証明するデータは既に取得している。本研究開発では、KazanbodyTMの血中半減期の延長と有
効性の確認、中枢神経系疾患への応用の可能性の確認、KazanbodyTMライブラリーの多様性の確認
に関して取り組んだ。

本研究開発において、 KazanbodyTMの血中半減期をある程度延長することができた。今回の実験で
得たデータを活用し、より長時間の半減期のため改良を施し、引き続き研究を行う。KazanbodyTMのBBB
（血液脳関門）透過は、in vitroの評価系で抗体より５－５０倍以上の透過率を確認した。KazanbodyTMラ
イブラリーの多様性に関しては、取得が難しいと言われているGPCRに結合するKazanbodyTMバインダー

を、複数取得することができた。今後は KazanbodyTMの血中半減期の更なる延長を達成し、また抗腫瘍
効果も確認する。製薬会社との共同研究契約締結のため、引き続き研究に鋭意取り組む。
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火山付近に生息する超好熱菌由来タンパクから人工的に作製した
KazanbodyTM

基盤技術提供型ビジネスモデル

１） 高度な抗体エンジニアリングが容易に

２） 副生成物なし、大腸菌発現で製造の簡易化とコスト削減

３） CAR-TやBBB透過等７つのモダリティへの応用

４） 技術の優位性と独自の特許（USPTO登録済み、各国移行中）


